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雑

報

⑳
金
星
の
自
韓
　
　
金
星
の
自
轄
週
期
に
つ
い

て
ば
昔
し
か
ら
誤
読
紛
々
で
あ
ろ
。
最
初
カ
シ
ニ
が

堅
遠
鏡
で
金
星
面
な
見
た
時
班
貼
が
見
え
た
の
で
、

挙
れ
の
蓬
動
た
測
っ
た
結
果
、
彼
れ
は
自
輔
週
期
二

士
二
時
余
ご
嚢
表
し
、
之
れ
が
長
く
學
界
に
、
信
ぜ
ら

れ
て
る
た
。
し
か
る
に
「
八
七
入
信
に
至
り
、
伊
太

利
の
ス
キ
ァ
パ
レ
リ
が
新
し
い
八
減
摩
遠
鏡
で
観
測

の
結
果
、
金
星
の
自
韓
ば
公
傷
ε
同
　
く
其
の
遍
期

二
百
二
＋
四
日
余
　
で
あ
ろ
か
ら
・
金
墨
ば
常
に

伺
一
方
面
な
太
陽
に
向
け
て
み
ろ
ミ
言
ひ
幽
し
た
の

で
・
學
界
は
大
に
迷
は
さ
れ
た
。
今
で
も
世
の
天
文

學
書
に
は
カ
シ
ニ
説
々
探
用
し
て
み
る
の
ε
、
ス
キ

ァ
パ
レ
ー
－
説
を
用
み
て
み
ろ
の
さ
二
種
あ
る
。
二
十

世
紀
に
入
っ
て
、
露
西
亜
の
ベ
ロ
ポ
ル
ス
キ
氏
ば
分

光
器
で
金
星
表
面
の
三
線
子
骨
な
測
定
し
た
結
果
、

此
の
星
の
自
韓
に
十
六
七
時
間
程
の
も
の
だ
こ
い
ふ

説
勉
出
し
た
。

　
最
．
近
に
ば
米
國
の
井
リ
ア
ム
、
ピ
ケ
リ
ン
グ
氏
は

今
年
初
め
金
星
の
表
面
に
著
し
い
光
黙
た
認
め
、
之

れ
妬
観
測
し
た
結
果
、
金
星
の
三
韓
軸
は
殆
ん
．
ε
全

く
黄
道
卒
面
に
一
致
し
て
居
て
、
三
二
週
期
は
六
十

入
蒔
間
だ
ε
磯
表
し
た
。

◎
彗
星
だ
よ
り
玄
る
三
月
＋
三
日
南
ア
フ
リ

カ
喜
望
峰
の
ラ
イ
ド
（
芝
・
カ
9
8
員
ば
本
年
に
な
っ

て
始
め
て
の
彗
星
磯
見
な
や
っ
た
。
和
見
當
時
に
光

度
九
等
ぐ
ら
ゐ
で
、
山
羊
座
に
あ
っ
た
が
、
其
の
後

漸
次
北
上
し
て
、
四
月
六
日
に
は
赤
道
為
通
過
し
、
五

月
中
頃
、
遂
に
北
極
た
去
ろ
四
度
の
こ
ミ
う
ま
で

達
し
光
り
も
叉
噂
し
て
チ
ラ
ミ
肉
眼
に
見
え
る
に
至

っ
た
京
都
大
學
で
も
五
月
に
ば
山
本
、
川
崎
、
中
村
三

氏
が
之
れ
為
親
測
し
た
が
、
六
月
か
ら
は
だ
ん
だ
ん

遠
さ
か
つ
て
し
ま
っ
た
。
此
の
星
ば
假
に
濤
5
と

呼
ば
れ
る
。

　
次
に
四
月
十
一
口
、
御
待
ち
兼
の
ウ
イ
ネ
ケ
彗
星

が
米
国
エ
ル
ケ
ス
天
華
盛
の
パ
ァ
ナ
ァ
ド
（
騨
肖
●
同
㌶

．近

坙
ﾙ
通
過

近
日
黙
進
度

昇
交
貼
の
黄
維

軌
道
傾
斜

近
日
黙
の
距
離

離
．
　
心
　
牽

週
　
　
　
　
期

辞
　
算
　
者

　　五「ラ
蹴茜月郵
、E、：＝一塵＋＿彗

ヒヒゴま　　ニ

　分．日牟星

一
凸
三
天
交
輩
位

一
・
b
O
O

ア
イ
ナ
ア
ソ
ン
氏

「
轟
a
）
氏
に
よ
っ
て
北
冠
座
に
議
見
さ
れ
た
。
之
れ

は
蛮
見
當
時
頗
ろ
弱
い
光
で
あ
っ
た
が
、
漸
次
接
近

し
て
來
た
の
で
、
五
月
の
末
に
ば
英
國
の
デ
ニ
ン
グ

（
じ
魯
三
冠
ぴ
q
）
氏
ば
双
眼
鏡
で
見
た
ε
い
ふ
。
之
れ

も
宣
ハ
の
後
｛
果
へ
南
へ
ご
〃
宵
っ
て
「
六
回
月
々
小
か
ら
ば
地

球
上
南
牛
球
で
な
げ
れ
ば
見
番
な
ぐ
な
っ
た
之
れ
が

お
日
げ
で
あ
る
Q

　
三
番
目
は
四
月
二
＋
四
日
に
露
國
．
カ
ザ
ン
天
交
墓

の
ド
ウ
ビ
ア
ゴ
（
囲
）
F
一
げ
一
国
α
噂
O
）
氏
が
獲
見
し
た
。
之

れ
は
露
国
で
ば
直
ち
に
親
測
な
や
り
、
軌
道
の
計
算

も
さ
れ
た
が
、
外
國
に
知
れ
た
の
に
五
月
中
旬
で
あ

っ
た
。
之
も
六
月
に
は
南
膿
球
に
行
っ
て
し
ま
っ
た

　
今
右
の
，
三
つ
の
軌
滋
要
素
を
掲
げ
る

ウ
イ
ネ
ケ
彗
星

一
九
二
　
一
翼

六
月
十
一
一
日

　
羅
O
度
三
・
宍
分

　
　
突
；
⊥
ハ
六

　
　
死
　
　
一
二

一
あ
蟹
天
交
臥
位

O
・
三
聖
四

穴
・
「
三
年

　
　
メ
ル
ト
ン
氏

ド
ウ
ビ
ア
ゴ
彗
星

一
九
二
　
一
隼

五
　
月
　
七
　
口

　
　
一
9
度
一
杢
分

　
　
六
六
　
〇
・
蕊

　
　
一
三
　
ご
丁
三

一
⊥
9
天
文
輩
位

一
・
0
0
0　
　
ー

エ
ベ
ル
氏
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右
の
中
で
第
｝
ε
第
三
ご
は
新
彗
星
ら
し
い
。
第

二
の
も
の
ば
百
年
以
前
か
ら
御
馴
染
の
星
で
あ
る
が

最
近
、
木
星
の
繕
動
な
受
け
て
、
少
し
く
軌
道
が
大

き
く
な
っ
た
。

　
侮
今
一
つ
、
エ
ン
ケ
彗
星
に
七
月
二
十
七
日
に
南

亜
出
暑
至
当
で
ラ
イ
ド
、
ス
キ
エ
レ
ル
プ
両
氏
が
獲
慰

し
た
ε
い
ふ
。

⑳
外
國
に
於
け
る
ウ
イ
ネ
ケ
流
星
群
の

蜘
脚
測
　
最
近
に
手
に
入
っ
た
報
知
に
よ
れ
ば
、
去

る
六
月
二
十
五
日
頃
か
ら
米
國
の
バ
ァ
ナ
ア
ド
氏
や

印
度
の
チ
ャ
ン
ド
ラ
氏
等
は
此
の
流
星
群
を
見
守
っ

た
け
れ
、
ε
、
両
氏
共
に
遡
り
結
果
に
失
望
で
め
っ

た
．
何
一
れ
も
御
櫛
の
星
な
見
た
ば
か
り
。
バ
ア
ナ
ア

ド
氏
は
デ
ニ
ン
グ
氏
の
一
九
＝
頃
年
に
見
た
の
が
唯

四
の
例
だ
つ
た
の
だ
ろ
う
ミ
言
っ
て
み
ろ
。
し
か
し

、
一
方
に
於
て
、
デ
ニ
ン
グ
氏
に
や
は
り
六
月
二
十

八
日
の
夜
に
此
の
群
の
流
星
な
若
干
個
親
証
し
、
殊

に
一
等
星
以
上
の
も
の
な
四
つ
も
報
告
し
て
み
る
。

◎
八
月
の
流
星
毎
年
八
月
に
流
星
の
多
い
月
で

あ
る
が
、
今
年
も
其
の
例
に
漏
れ
な
か
っ
た
。
東
京

の
乞
田
氏
ほ
入
月
十
一
日
わ
ざ
く
長
野
》
縣
の
北
部

に
族
労
し
て
、
同
好
會
員
申
澤
、
宮
川
諸
氏
等
ε
数
百

個
の
流
星
が
ペ
ル
セ
ウ
ス
座
か
ら
飛
ふ
の
た
観
測
ぜ

ち
れ
た
。
京
都
で
は
中
村
氏
等
が
や
に
り
此
好
機
旭

逸
ぜ
ず
毎
夜
大
勉
彊
で
観
測
ゼ
ら
れ
た
。
其
の
攻
獲

に
多
大
で
あ
ろ
ら
し
い
。
目
下
其
の
結
果
な
整
理
申

叉
、
山
本
助
教
授
に
荒
木
學
生
上
露
に
、
丁
度
入
月

十
＝
一
日
頃
の
夜
ば
単
二
出
の
山
腹
に
重
力
偏
差
観

測
中
で
あ
っ
た
が
、
山
上
の
空
が
非
常
に
よ
く
澄
ん

だ
空
で
、
多
く
の
大
小
流
星
だ
親
ら
れ
た
。
特
に
十

一
日
の
午
后
十
時
頃
に
ば
金
星
の
光
に
数
倍
ず
る
や

う
な
大
流
星
が
飛
ん
だ
の
で
・
長
野
縣
で
は
其
の
輝

い
た
尾
な
見
た
入
は
彗
星
だ
§
言
づ
て
大
騒
ぎ
で
あ

っ
た
ら
し
い
。
庇
の
流
星
は
別
項
記
載
の
如
く
、
京

・
都
で
山
本
夫
人
も
観
測
さ
れ
た
。

●
相
室
原
律
の
難
黙
　
ア
ィ
ン
シ
タ
ィ
ン
教

授
の
相
勤
原
理
が
近
頃
の
天
交
物
理
雑
費
に
挙
げ
ゐ

大
黒
剣
で
む
る
が
、
純
天
交
學
上
か
ら
此
の
読
の
正

否
な
直
す
う
た
め
の
三
種
類
の
現
象
が
ア
イ
ン
シ
タ

ノ
・
ン
氏
占
畑
島
巧
一
ト
よ
つ
で
㌔
二
小
さ
れ
て
、
．
み
ろ
O
離
即
ち

　
（
一
）
　
日
蝕
皆
既
の
時
太
陽
に
近
い
星
宮
の
移
動

　
（
二
）
　
水
星
軌
道
の
近
日
点
の
異
堂
…
難
行

　
（
三
）
　
太
陽
か
ら
湿
ろ
光
波
の
攣
移

右
の
中
（
一
）
に
つ
い
て
ば
】
浮
々
白
蜜
國
か
ら
派
遣

さ
れ
た
親
測
隊
が
南
太
西
洋
の
日
蝕
で
略
此
の
事
實

な
切
帥
め
た
。
叉
（
二
）
ゆ
μ
十
九
世
記
の
由
τ
頃
ル
ベ
“
リ
エ

ー
の
了
見
以
來
の
難
問
題
が
湿
れ
に
よ
つ
て
解
け
た

ε
見
る
。
へ
・
き
で
あ
一
り
、
次
に
（
三
）
に
，
つ
い
て
も
近
頃

蜀
佛
あ
た
り
か
ら
實
験
的
証
明
た
書
表
し
た
學
者
が

あ
る
。
そ
．
れ
で
、
之
れ
で
ア
イ
ン
シ
タ
イ
ン
説
ば
天

虜
學
上
か
ら
完
全
に
承
認
な
得
た
か
ミ
い
ふ
ミ
決

し
て
そ
う
で
は
な
い
。
．
近
頃
、
米
國
の
プ
ー
ア
氏

（
∩
ピ
勉
。
9
は
サ
イ
エ
ン
ス
誌
上
に
於
い
て
、
（
二
）

の
問
題
を
論
し
て
み
ろ
。
プ
1
ア
氏
に
擦
れ
ば
、
若
し

ア
イ
ン
シ
．
タ
イ
ン
説
で
水
星
の
忌
辰
【
占
…
の
里
バ
常
澹
か
∬

が
認
め
ら
れ
ろ
ε
す
ろ
ぐ
」
・
同
様
に
金
星
や
地
球
や

火
星
に
も
近
日
点
の
異
常
進
行
が
あ
る
筈
だ
の
に
、

事
二
重
の
事
が
無
い
ざ
い
ふ
の
で
あ
る
。
氏
に
水
星

に
限
っ
て
此
の
異
常
悪
行
が
存
在
す
る
の
な
、
ゼ
ー

リ
ゲ
ル
流
に
考
へ
て
・
太
陽
系
の
中
心
部
に
横
が
つ

て
ゐ
ム
。
一
種
の
抵
抗
物
質
に
よ
つ
て
説
明
す
る
の

が
．
好
い
ご
球
児
っ
て
み
る
。
其
の
他
（
一
）
や
（
三
）
に
て

も
種
々
の
異
論
が
あ
ろ
。
が
ア
イ
ン
ス
タ
イ
ン
説
に

關
す
る
精
し
い
こ
ご
に
近
日
、
項
為
改
め
紹
介
す
ろ
。

④
ナ
ハ
リ
ヒ
、
ク
ソ
雑
誌
創
刊
百
年
　
濁

逸
キ
ー
ル
か
ら
蛮
行
し
て
み
ろ
ア
ス
ト
ロ
ノ
ミ
シ
エ

ナ
ハ
リ
ヒ
テ
ン
（
略
て
し
〉
。
Z
・
）
難
誌
…
は
今
玉
虫
る

胴
乱
牟
、
西
暦
｝
入
一
二
牟
、
九
月
に
其
の
第
「
號

ん
～
議
与
し
た
。
創
刊
者
は
ア
ル
ト
ナ
天
交
響
の
シ
ウ

マ
ヘ
ル
（
鵠
の
∩
．
ω
∩
ぎ
営
霧
げ
Φ
同
）
、
で
デ
ン
マ
ル

〃
の
大
藏
大
臣
モ
エ
ス
チ
ン
グ
（
寓
。
⑦
。
・
駄
コ
σ
q
）
ミ
相

談
の
結
果
、
天
學
上
の
小
論
丈
、
親
測
結
果
及
び
推
算

豫
報
等
為
各
地
⑳
同
勢
者
間
に
迅
速
に
碩
た
ん
た
め

の
目
的
な
持
っ
て
覗
獲
行
さ
れ
た
も
の
で
、
始
め
の
間

h
ほ
特
に
ベ
ッ
セ
ル
、
ガ
ウ
ス
、
、
ナ
ル
ベ
ル
ス
等
の
援
助

に
鼠
っ
て
み
た
。
卒
常
は
大
鋼
入
頁
を
二
っ
て
】
號

分
こ
し
、
材
料
の
あ
り
次
第
獲
行
ず
る
こ
ミ
㌔
し
、
二

＋
四
品
炬
以
て
一
巻
に
縮
め
ら
れ
て
る
る
丙
容
は
始

め
か
ら
寄
稿
者
の
意
な
尊
ん
で
濁
、
佛
、
英
、
羅
典

の
四
種
の
言
語
な
れ
ば
嘱
望
の
ま
＼
載
ぜ
る
規
定
で

あ
っ
た
が
今
日
ま
で
・
の
纒
過
か
ら
見
ろ
ミ
筒
右
の

外
に
伊
太
利
、
葡
望
月
、
西
班
牙
の
三
國
語
も
載
ぜ

た
。
叉
必
要
に
慮
じ
云
云
ミ
し
て
、
木
版
・
銅
版
等

を
さ
ま
み
＼
用
み
て
み
る
。
今
日
ま
で
の
編
輯
生
任

者
ば
。

　
シ
ウ
マ
ヘ
ル
（
｝
八
一
＝
1
｝
入
五
〇
）

　
八
G
ペ
テ
ル
セ
ン
（
一
入
五
｝
一
圃
入
五
四
）

　
R
揺
ハ
ン
ゼ
ン
（
天
五
四
年
二
月
一
＋
月
）

　
C
ん
E
ペ
テ
ル
ス
（
「
入
五
四
1
一
入
八
○
）

　
G
K
W
ペ
テ
ル
ス
（
一
入
入
O
j
一
入
入
二
）

　
八
グ
サ
斗
グ
ル
（
一
入
入
ニ
ー
一
入
九
六
）
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H
グ
ロ
イ
ツ
（
一
入
九
六
i
刷
九
〇
七
）

　
H
コ
ボ
ル
ト
（
｝
九
〇
七
ヨ
）

冶〔

ﾌ
申
、
ク
”
ユ
グ
ル
時
代
か
ら
ば
プ
ロ
イ
セ
ン
國

丈
部
大
臣
の
保
護
ご
天
丈
協
會
（
〉
ω
育
。
づ
。
ヨ
・
。
げ
げ
Φ

Ω
窃
①
房
n
冨
ε
の
援
助
が
加
っ
て
今
日
に
及
ん
で

み
ろ
。
大
論
文
が
あ
れ
ぽ
、
そ
れ
は
シ
ウ
マ
ヘ
ル
時

代
既
に
補
欠
號
（
国
「
α
q
器
冒
8
α
q
・
・
げ
①
津
Φ
）
為
出
し
た

へ
、
ミ
が
あ
る
け
れ
ご
．
其
の
後
中
絶
し
六
の
為
、
後

に
〃
ロ
イ
ン
時
代
に
至
っ
て
拠
れ
為
復
活
し
た
。
コ

瀞
ル
争
時
代
に
な
っ
て
一
九
一
三
年
女
塾
附
鋒
（
ド
騨

①
『
鷺
『
o
げ
①
り
ご
。
ま
冨
帥
一
）
な
別
に
強
行
し
、
近
頃
一
九

一
九
年
夏
以
來
、
叉
、
観
測
報
（
ゆ
8
げ
碧
葺
毎
ρ
σ
q
。
，
［

N
騨
パ
三
鶏
）
な
乙
も
の
な
も
獲
訂
す
る
に
至
っ
た
。

現
在
は
第
二
百
＋
四
巻
目
勉
出
し
て
み
る
之
れ
は

今
日
、
天
交
野
上
の
專
三
野
誌
目
し
て
第
一
流
の
も

の
で
、
専
一
家
ば
国
刻
も
此
の
一
段
か
ら
眼
な
離
す

こ
ε
が
出
來
な
い
。

　
　
ム
　
　
ム
　
　
　
　
ム
　
　
ム
　
　
▲
　
　
ム
、

火
星
鳳
無
線
電
信
傍
聴

　
（
紐
重
合
同
軸
信
一
日
機
）
　
マ
ル
コ
ニ
ー
氏
ば
快

　
黒
船
エ
レ
〃
ト
ラ
號
に
於
て
火
星
よ
り
の
無
線
電

　
信
肩
甲
殴
込
q
マ
ル
コ
ニ
r
氏
悼
か
火
星
よ
一
り
傍
把

　
ぜ
ろ
無
線
電
波
の
延
長
は
既
に
世
説
に
■
あ
ろ
最
高

　
威
力
の
無
線
電
信
所
の
そ
れ
よ
り
も
大
な
り
ご
。

此
の
電
報
が
、
各
新
聞
に
掲
載
さ
れ
．
な
の

は
去
る
九
月
⊥
ハ
日
で
あ
っ
だ
め
し
か
し

量
れ
は
大
な
る
誤
り
で
あ
る
。
火
星
は

其
の
當
時
、
地
球
か
ら
育
へ
ば
太
陽
ε

合
の
位
置
を
過
ぎ
た
ば
か
り
で
、
吾
々

か
ら
の
距
離
は
七
千
萬
里
の
蓮
方
に
あ

る
、
若
し
火
星
に
人
類
が
居
る
な
ら
ば
、

此
の
地
球
人
類
の
騒
ぎ
を
笑
っ
て
．

　
『
始
め
て
天
膿
相
互
通
信
に
、
御
互
ひ
が
わ
ざ
わ

　
　
ざ
遠
く
離
れ
て
み
ろ
疇
機
為
撰
ぶ
馬
鹿
が
あ
ろ

　
　
も
の
か
。
馬
繋
の
春
ま
で
待
て
ば
、
一
千
七
百

　
　
万
里
に
近
づ
く
時
が
あ
ろ
じ
や
な
い
か
』

ε
言
ふ
の
で
あ
り
ま
せ
う
。
左
に
日
下

部
博
士
の
談
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
東
北
大
學
の
日
下
部
補
士
談

新
聞
紙
上
で
叉
も
紐
育
機
で
マ
ル
コ
「
二
一
氏
が
火
星

か
ら
の
電
波
な
受
け
た
ご
の
通
倍
が
見
え
ま
ず
が
昨

年
［
月
頃
芒
記
憶
し
て
志
ま
す
既
9
昨
年
春
火
星
か

ら
電
波
た
受
け
た
ぞ
」
し
た
な
ら
ば

層
雲
界
で
は
今
旧
迄
等
闊
に
し
て
居
る
課
が
な

い
の
に
叉
も
三
値
…
し
た
ピ
云
ふ
の
は
所
…
謂
棚
囚
の
米
の

宣
誓
主
義
で
た
し
か
に
マ
ル
コ
ニ
ー
會
祉
の
廣
告
的

宣
傳
ε
云
ふ
も
型
置
冨
で
ば
あ
・
q
ま
す
ま
い
．

世
界
の
無
線
電
信
よ
り
｝
暦
強
い
電
波
存
感
じ
た
ら

．
ε
ん
な
悪
い
機
械
で
も
感
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
そ

れ
為
光
も
弱
い
電
波
な
感
じ
た
こ
云
ふ
な
ら
マ
ル
コ

ニ
ー
民
の
解
明
の
機
械
の
思
い
事
が
わ
か
る
が
強
い

電
波
で
め
っ
た
ε
ま
ふ
か
ら

　
原
の
町
の
　
無
線
電
信
所
ド
も
感
じ
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
殊
に
漱
州
烈
風
の
沓
地
の
無
線
電
信
所
で
は
感

℃
穴
と
云
ふ
事
為
報
聾
し
て
居
な
い
雌
マ
ル
コ
ニ
ー

氏
の
快
走
船
で
感
じ
た
ざ
云
ふ
事
に
實
に
あ
や
し
い

で
す
如
何
ド
し
て
火
星
ε
云
ふ
事
が
確
信
さ
れ
様
か

第
一
太
陽
か
ら
は
種
々
の
現
象
で
極
光
や
磁
氣
あ
ら

し
為
現
出
す
ろ
の
で
常
に
嶺
幽
し
地
球
上
に
色
々
ご

影
響
t
て
居
る
事
は
今
喋
々
す
ろ
迄
も
な
い
が
そ
の

　
太
陽
か
ら
　
の
電
波
に
つ
き
研
究
も
ぜ
ず
否
定
も

ぜ
す
に
《
星
か
ら
ε
の
推
定
は
マ
ル
コ
ニ
ー
氏
の
臓

言
こ
も
思
は
れ
な
い
電
波
も
光
線
ご
同
じ
事
で
蛮
電

欝
に
近
σ
れ
ば
強
く
遽
ざ
か
れ
ば
弱
く
な
ろ
の
に
距

離
の
自
乗
に
逆
比
例
ず
ろ
の
で
マ
ル
コ
ニ
レ
氏
の
快

走
船
附
近
空
中
か
ら
の
導
電
に
て
も
機
械
に
作
用
し

た
も
の
に
非
ざ
る
か
若
し
火
星
か
ら
の
遣
信
な
ら
一

回
に
限
ら
す
日
に
何
回
も
限
り
な
く
電
波
為
逡
眺
各

所
の
機
械
に
同
．
時
刻
に
感
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
電
波

の
地
球
な
通
過
す
う
に
ば
一
秒
蒔
問
の
何
十
分
の
一

ε
云
ふ
臆
四
辻
で
先
づ
時
間
が
な
い
ε
云
っ
て
よ
い
我

々
が
夜

　
宮
城
野
原
　
に
行
さ
鈴
虫
の
聲
な
聞
い
て
も
そ
紅

は
前
後
左
右
何
れ
よ
り
の
聲
で
あ
っ
た
か
は
一
聲
や

二
聲
で
は
ε
て
も
方
向
な
ご
わ
か
り
様
も
な
い
そ
れ

に
無
線
電
信
機
械
マ
き
眠
ふ
の
ば
そ
の
耳
以
下
で
あ
ろ

か
ら
方
向
な
ざ
わ
か
ろ
様
が
な
く
夫
で
火
星
な
ご
芝

桜
我
論
ず
る
の
愚
も
甚
だ
し
い
事
ミ
思
ひ
ま
す
要
す

る
に
去
ろ
｝
日
に
感
じ
た
も
の
が
今
日
未
だ
學
界
に

鯉
…
に
な
っ
て
な
い
事
な
見
る
ぐ
と
昨
年
春
の
巴
洞
様
に
・

世
界
に
三
っ
て
マ
ル
コ
ニ
1
會
祉
の
存
在
ピ
機
械
の

登
三
方
ト
つ
き
て
の
一
種
の
考
案
し
た
世
界
的
廣
告

の
宣
傳
で
す
若
も
た
し
か
に
感
じ
た
も
の
で
あ
っ
．
た

な
ら
我
々
の

　
大
に
研
究
　
す
べ
き
事
柄
だ
が
今
日
の
場
台
一
種

の
新
聞
的
電
交
で
あ
ら
う
ε
思
ひ
ま
す
云
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
東
北
、
九
月
八
日
）


